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今
年
で
19
回
目
を
迎
え
た
「
さ
と
み
夏
ま
つ
り
」
が
8
月

13
日
里
美
ふ
れ
あ
い
館
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
夏
ま
つ
り
は
、
地
区
住
民
の
「
輪
」
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
帰
省
客
に
は
「
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
」
を
改
め

て
実
感
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
に
は
祭
り
に
行
く
ワ
ク

ワ
ク
感
や
太
鼓
の
心
地
よ
さ
を
「
夏
の
思
い
出
」
と
し
て
残

す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
浴
衣
コ
ン
テ

ス
ト
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
そ
し
て
ま
つ
り
の
最
後
は
大
輪

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
田
園
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

�

（
写
真
提
供
：
太
田
地
区
会
）

～
楽
し
く
思
い
出
に
残
る
夏
の
ひ
と
時
～

さ
と
み
夏
ま
つ
り
“
2
0
2
3
”
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こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
太
田
税

務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
紺
野
で
ご

ざ
い
ま
す
。

私
は
日
立
市
の
出
身
で
、
県
内
の

税
務
署
は
土
浦
、
古
河
、
下
館
署
以

外
の
５
署
で
勤
務
経
験
が
あ
り
ま
す

が
、
茨
城
県
の
勤
務
は
９
年
ぶ
り
で
、

太
田
署
は
28
年
前
に
１
年
間
勤
務
し

て
以
来
、
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

当
時
の
記
憶
は
幾
分
薄
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
当
管
内
は
風
光
明
媚
な

土
地
に
由
緒
あ
る
名
所
や
旧
跡
が
数

多
く
、
久
慈
川
を
は
じ
め
と
す
る
清

流
に
よ
る
緑
豊
か
な
地
に
多
種
多
様

な
産
業
が
営
ま
れ
て
い
る
と
承
知
し

て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
縁
あ
っ
て
、
再
び
当
地
で

勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
太
田
法
人
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

太
田
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域

の
振
興
に
寄
与
し
、
国
と
社
会
の
繁

栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の
団
体
」
と

し
て
、
各
種
研
修
会
の
開
催
や
e

−
T
a
x
の
利
用
促
進
、「
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
企

業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向

上
へ
の
取
組
な
ど
を
通
じ
、
会
員
の

積
極
的
な
自
己
啓
発
を
支
援
し
、
企

業
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
を
中
心
と
し
た
「
租

税
教
室
」
や
、
女
性
部
を
中
心
と
し

た
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
な
ど
、
租
税
教
育
活
動
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ

に
深
く
敬
意
を
表
す
次
第
で
す
。

さ
て
、
国
税
当
局
で
は
経
済
社
会

の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
等

を
踏
ま
え
て
、「
納
税
者
の
利
便
性
の

向
上
」
と
「
課
税
及
び
徴
収
事
務
の

効
率
化
と
高
度
化
」
を
二
本
の
柱
と

し
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
国
税
に

関
す
る
手
続
や
業
務
の
あ
り
方
の
根

本
的
な
見
直
し
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

「
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」
を
図

る
た
め
に
は
、「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続

が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社
会
」

と
い
う
将
来
像
に
向
け
て
、
e

−

T
a
x
の
利
便
性
向
上
、
相
談
チ
ャ

ネ
ル
の
充
実
な
ど
、
利
用
者
目
線
に

立
っ
て
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的

に
見
直
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後

も
よ
り
多
く
の
方
々
に
、
申
告
書
の

み
な
ら
ず
財
務
諸
表
等
の
添
付
書
類

も
含
め
て
e

−

T
a
x
を
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
積

極
的
な
周
知
と
利
用
勧
奨
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
納
税
や
納
税
証
明
書
の
手

続
に
つ
き
ま
し
て
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
や
納
税
証
明
書
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
に
よ
り
、
ご
自
宅
等
か
ら
手

続
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

e

−

T
a
x
申
告
と
併
せ
て
是
非
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
本
年
10
月
に

は
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
の
皆
様
に
制
度
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
に
応
じ
た
対
応
を
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

事
業
者
の
方
々
が
不
安
な
く
必
要

な
対
応
を
進
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
円
滑
に
開
始
さ
れ
る
よ
う
、
今
後

と
も
、
法
人
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
周
知
と
広
報
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
太
田
法
人
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
税

務
行
政
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
、
今

後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

と
と
も
に
、
貴
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
会

員
企
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
挨
拶

太
田
税
務
署
長

紺
野
　
一
浩

署　
　

長	
	

紺　

野　

一　

浩	
	

（
前
任
地
）
佐
渡
税
務
署　

署
長

副
署
長	

	

勝　

見　

成　

孝	
	

（
前
任
地
）
浦
和
税
務
署　

副
署
長

総
務
課
長	

	

大　

平　

規　

史	
	

（
前
任
地
）�

関
東
信
越
国
税
局　

徴
収
部	

 

特
別
整
理
総
括
第
一
課　

課
長
補
佐

管
理
運
営
第
一
部
門	

統
括
官	

長
谷
川　

英　

樹	
	

（
前
任
地
）�

関
東
信
越
国
税
局　

総
務
部	

 

営
繕
監
理
官　

付　

営
繕
技
術
官

管
理
運
営
第
二
部
門	

統
括
官	

掛　

川　

重　

人	
	

（
前
任
地
）
長
野
税
務
署　

管
理
運
営
第
一
部
門　

連
絡
調
整
官

徴
収
部
門	

統
括
官	

元　

村　
　
　

剛
（
留
任
）

個
人
課
税
第
一
部
門	

統
括
官	

阿　

美　

昌　

浩
（
留
任
）

個
人
課
税
第
二
部
門	

統
括
官	

小　

口　

雅　

宏	
	

（
前
任
地
）
大
宮
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門　

連
絡
調
整
官

個
人
課
税
第
三
部
門	

統
括
官	

杉　

山　

健　

人	
	

（
前
任
地
）�

水
戸
税
務
署　

特
別
国
税
調
査
官
（
所
得
）	

 

上
席
調
査
官

資
産
課
税
部
門	

統
括
官	

寺　

門　

弘　

道
（
留
任
）

法
人
課
税
第
一
部
門	

統
括
官	

今　

泉　

典　

之	
	

（
前
任
地
）
新
津
税
務
署　

法
人
課
税
部
門　

統
括
官

法
人
課
税
第
二
部
門	

統
括
官	

鈴　

木　

達　

夫
（
留
任
）

法
人
課
税
第
一
部
門
（
法
人
会
担
当
）	

	
	

	

小　

林　

智　

寿
（
留
任
）

太
田
税
務
署
幹
部

（
七
月
十
日
付
　
定
期
異
動
）
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第
十
一
回
定
時
総
会
が
本
年
六
月

十
五
日
午
後
二
時
か
ら
常
陸
太
田
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
常
陸

太
田
市
）に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

５
類
に
移
行
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
景
気
は
前
向
き
な
動
き
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の

長
期
化
や
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
等
に
よ

り
、
物
価
の
高
騰
は
依
然
と
し
て
続
い

て
お
り
、
日
本
経
済
は
不
確
実
な
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
本
会
は
感
染
症
対
策
を
十
分
に

図
り
な
が
ら
実
施
し
、
ご
来
賓
に
渡
邉

孝
一
前
太
田
税
務
署
長
、
根
本
拓
也
茨

城
県
税
事
務
所
長
、
今
井
正
和
関
東

税
理
士
会
太
田
支
部
長
を
は
じ
め
、
各

関
係
団
体
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
、
委

任
状
出
席
と
合
わ
せ
て
一
、〇
二
二
名

の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
小
室
副
会
長
（
ひ
た
ち

な
か
地
区
会
長
）
が
開
会
を
宣
言
し
、

小
祝
会
長
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

５
類
へ
の
移
行
で
、
幾
分
か
景
気
は
上

向
い
て
参
り
ま
し
た
が
、
現
況
は
依
然

と
し
て
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
の

で
、
法
人
会
と
し
て
更
な
る
連
帯
を
深

め
、
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
、
新
た
な

社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
と
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
会
長
が
議

長
と
な
り
、
審
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
次
の
通
り
で
す
。※
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

〔
審
議
事
項
〕

第
一
号
議
案

令
和
四
年
度
事
業
報
告
承
認
に
関

す
る
件

第
二
号
議
案

令
和
四
年
度
収
支
決
算
報
告
承
認

に
関
す
る
件

第
三
号
議
案

運
用
資
金
借
入
限
度
額
承
認
に
関

す
る
件

〔
報
告
事
項
〕

第
四
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
（
案
）

の
承
認
に
関
す
る
件

第
五
号
議
案

令
和
五
年
度
事
業
計
画
に
関
す
る
件

第
六
号
議
案

令
和
五
年
度
収
支
予
算
に
関
す
る
件

以
上
全
議
案
原
案
通
り
可
決
成
立

し
、
ご
来
賓
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
後
、
小
林
副
会
長
（
大
宮
地
区
会

長
）
が
閉
会
を
宣
し
終
了
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
の
先
立
ち
開
催
し
た

役
員
功
労
者
等
表
彰
式
の
表
彰
者
は

次
の
方
々
で
す
。

◎
表
彰
状
贈
呈
者
名
（
敬
称
略
）

（
公
財
）
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰

　

単
位
会
役
員
功
労
者

　
　
（
株
）
髙
野
工
務
店

�

髙
野　
　

潔
（
本
会
副
会
長
）

（
一
社
）
茨
城
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰

　

単
位
会
役
員
功
労
者

　
　
（
株
）
川
﨑
加
工

�

川
﨑　

通
夫
（
本
会
常
任
理
事
）

　
　
（
株
）
幸
陽
サ
ブ
コ
ン

�

萩
野
谷
幸
司
（
本
会
常
任
理
事
）

（
一
社
）
太
田
法
人
会
長
表
彰	

　

大
型
保
障
制
度
推
進
優
秀
賞

　
　

大
同
生
命
保
険
（
株
）
水
戸
支
社

�

佐
藤　

茂
子
（
推
進
員
）

【
記
念
講
演
会
】

演
題
「
税
務
行
政
を
通
じ
て
」

講
師　

前
太
田
税
務
署
長	

�

　

渡
邉　

孝
一　

氏

総
会
を
終
了
後
、
太
田
税
務
署
長
の

記
念
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
渡
邉
前
署
長
の
経
験
か
ら

得
た
税
務
行
政
に
関
す
る
様
々
な
現

状
を
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、
丁
寧

な
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第十一回（通期第三十九回）定時総会開催
更なる絆を深め、困難を乗り越えた新たな社会の構築を

挨拶する小祝会長

太田法人会長賞を受賞した佐藤推進員 県法連会長表彰を受賞した川崎常任理事

太田税務署長講演会
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新 役 員 名 簿 令和５・６年度　（順不同、敬称略）

役 職 名 役員氏名 法　　人　　名

会　　長 小祝　　亨 ㈱八丈建設

副 会 長 成井小太郎 成井工業㈱

〃 佐川　正夫 ㈱アサイン

〃 髙野　　潔 ㈱ 髙野工務店

〃 小林　　満 ㈱小林工務店

〃 小野　洋伸 関東技研㈱

〃 田中　　弘 新光電機㈱

常任理事 大谷　昌吉 ㈱かわねや

〃 野内　忠勝 野内商事㈱

〃 根本　敬久 ㈱根本工務所

〃 小室　博俊 大富印刷㈱

〃 手塚　忠延 ㈲手塚セメント製品工業所

〃 川嶋　広行 ㈱NEXT・カワシマ

〃 藤田　富夫 ㈱オセヤ

〃 川﨑　通夫 ㈲川﨑加工

〃 奥山　正紀 ㈱玄宝屋

〃 鶴田　哲男 ㈱鶴田組

〃 大野　　進 ㈱オスク

〃 小寺　康生 ㈱あまや

〃 大久保良弘 ㈱若葉工務店

〃 田澤　佳治 ㈱田沢製作所

〃 菊池　勝雄 ㈱ネクスト

〃 橋本　重郎 橋本機工金物㈱

〃 内藤　直人 ㈱ナイス

〃 木村　政久 富士精工㈱

〃 栗田　晋一 ㈱クリタ

理　　事 多賀野弘泰 伊勢又米穀製粉㈱

〃 加藤木克也 ㈱三友製作所

役 職 名 役員氏名 法　　人　　名

理　　事 井坂　公俊 常陸化工㈱

〃 清水　正建 ㈱清水石材工業

〃 菊池　雅人 ㈱きくち

〃 海野　泰司 ㈱長寿荘

〃 西野　俊郎 ㈲安物産

〃 黒澤　昭広 ㈱シード

〃 橋本　英明 ㈱春日ホテル

〃 髙田　　広 ㈱高田屋材木店

〃 藤咲　英史 ㈲大藤興産

〃 尾澤　賢一 常陸設備工業㈱

〃 萩野谷幸司 ㈱幸陽サブコン

〃 峯島　光弘 産機システム㈱

〃 飯田　正博 ㈲飯田屋商店

〃 鈴木　　仁 ㈲鈴木木材店

〃 橋本　芳章 ㈱テクノサービスハシモト

〃 清宮伸太郎 ㈱せいみや

〃 佐藤　高雅 文化シャッター日立販売㈱

〃 大森　章江 ㈱大森燃料

〃 大森　勝夫 大森㈲

〃 石井　隆之 ㈱家久長本店

〃 石川　浩嗣 湊屋商事㈱

〃 西野眞理子 ㈱ニシノ清塗工

監　　事 益子　慎哉 ㈲益子米穀

〃 野木　　滋 ㈱有路工務店

〃 富永　典夫 ㈱茨城トータルシステム

顧　　問 西野　　一 ㈱ニシノ清塗工



（5） （第77号）法　人　お　お　た

主
な
事
業
活
動

１�

．
税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
改
善
を
図

る
た
め
の
事
業

⑴
税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す
る
事
業

ア　

決
算
期
別
説
明
会

イ　

改
正
税
法
説
明
会

ウ　

新
設
法
人
説
明
会

エ　

年
末
調
整
説
明
会

オ　

青
年
・
女
性
部
経
営
者
税
務
研
修

会

⑵
税
の
相
談
環
境
を
整
備
す
る
事
業

ア　

税
に
関
す
る
相
談
会

⑶�

納
税
意
識
の
高
揚
、
税
知
識
の
普
及
及

び
税
の
学
習
環
境
を
整
備
す
る
事
業

ア　

租
税
教
室
の
実
施

イ　

第
13
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル

ウ　

一
般
市
民
へ
租
税
教
育
冊
子
の
配

布

エ　

機
関
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
る
税
の
広
報
事
業

⑷�

税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
研
究
並

び
に
提
言
に
関
す
る
事
業

ア　

税
制
改
正
の
提
言
及
び
提
言
書
の

関
係
機
関
へ
の
提
出

イ　

税
制
改
正
の
提
言
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
事
業

ウ　

全
国
青
年
の
集
い
へ
の
参
加

エ　

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加

⑸�

税
施
策
等
の
普
及
推
進
を
目
的
と
す
る

事
業

ア　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
の
普
及
推
進

イ　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
普
及
推
進
と

事
業
者
の
登
録
申
請
に
係
る
支
援

ウ　

電
子
帳
簿
保
存
法
に
関
す
る
周
知

等
の
協
力

エ　

消
費
税
の
期
限
内
納
付
の
推
進
：

納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

封
筒
へ
「
消
費
税
期
限
内
納
付
」

の
印
刷

２�

．
地
域
の
経
済
・
社
会
環
境
の
整
備
改

善
等
を
図
る
た
め
の
事
業

�

（
継
続
事
業
２
）

⑴�

地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
に
資
す
る

事
業

ア　

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

イ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

⑵�

地
域
の
福
祉
問
題
、
環
境
問
題
な
ど
の

改
善
に
資
す
る
た
め
の
事
業

ア　

献
血
啓
蒙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

３�

．
会
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
に
関
す
る

事
業

『
福
利
厚
生
制
度
加
入
企
業
拡
大
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
“C
hallenge100

”
』
の
推
進

⑴
全
法
連
の
福
利
厚
生
事
業
の
推
進

⑵
県
法
連
の
福
利
厚
生
制
度
の
推
進

ア　

貸
倒
保
障
制
度
（
取
引
信
用
保

険
）
の
普
及
推
進

４�

．
会
組
織
の
充
実
、
会
員
の
た
め
の
親

睦
及
び
交
流
に
関
す
る
事
業

�

（
他
事
業
２
）

⑴�

会
員
の
親
睦
及
び
交
流
等
に
関
す
る
事

業ア　

会
員
、
役
員
及
び
部
会
員
懇
談
会

等

イ　

部
会
視
察
研
修
会

ウ　

親
睦
事
業

⑵
組
織
拡
充
に
関
す
る
事
業

ア　

会
員
増
強
運
動

⑶
そ
の
他

ア　

功
労
者
表
彰

令
和
五
年
度
　
事
業
計
画
書

収支予算書
令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月 31 日まで� （単位：円）

科 　 　 目 予 算 額

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用益 500

特定資産運用益 700

受取会費 14,141,000

事業収益 881,000

受取補助金等 11,496,435

　雑収益 300,500

経常収益計 26,820,135

（2）経常費用

事業費 18,179,572

管理費 8,596,418

経常費用計 26,775,990

　評価損益等調整前当期経常増減額 44,145

　評価損益等計

　当期経常増減額 44,145

２．経常外増減の部

（1）経常外収益

　経常外収益計 0

（2）経常外費用

　経常外費用計

　当期経常外増減額 0

　当期一般正味財産増減額 44,145

　一般正味財産期首残高 25,292,004

　一般正味財産期末残高 25,336,149

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 25,336,149

貸借対照表
令和 5年 3月 31 日現在� （単位：円）

科 　 　 目 当 年 度 前 年 度 増 　 減
Ⅰ　資産の部
１．流動資産

現金預金 16,432,470 15,887,284 545,186
　現金手許有高 81,188 23,583 57,605
　普通預金 16,351,282 15,863,701 487,581
流動資産合計 16,432,470 15,887,284 545,186

２．固定資産
（1）基本財産

　定期預金 5,000,000 5,000,000 0
基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

（2）特定資産
　支部活動充実引当資産 2,881,291 2,881,274 17
　退職給付引当資産 3,459,309 3,459,249 60
　周年行事引当資産 900,594 900,594 0
特定資産合計 7,241,194 7,241,117 77

（3）その他固定資産
　什器備品 65,908 100,283 △ 34,375
　電話加入権 136,200 136,200 0
その他固定資産合計 202,108 236,483 △ 34,375
固定資産合計 12,443,302 12,477,600 △ 34,298
資産合計 28,875,772 28,364,884 510,888

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

　預り金 124,459 117,983 6,476
流動負債合計 124,459 117,983 6,476

２．固定負債
　退職給付引当金 3,459,309 3,459,249 60
固定負債合計 3,459,309 3,459,249 60
負債合計 3,583,768 3,577,232 6,536

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産

指定正味財産合計 0 0 0
２．一般正味財産
（1）代替基金 0 0 0
（2）その他一般正味財産 25,292,004 24,787,652 504,352

一般正味財産合計 25,292,004 24,787,652 504,352
（うち特定資産への充当額） （3,781,885） （3,781,868） （17）
正味財産合計 25,292,004 24,787,652 504,352
負債及び正味財産合計 28,875,772 28,364,884 510,888



（第77号） （6）法　人　お　お　た

正味財産増減計算書
	 令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月 31 日まで	 （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用益 130 130 0

　基本財産受取利息 130 130 0

特定資産運用益 86 110 △ 24

　特定資産受取利息 86 110 △ 24

受取会費 14,082,800 14,416,810 △ 334,010

　正会員受取会費 13,620,550 13,941,810 △ 321,260

　賛助会員受取会費 68,250 63,000 5,250

　部会受取会費 394,000 412,000 △ 18,000

事業収益 1,795,739 742,722 1,053,017

　広報事業収益 120,000 120,000 0

　福利厚生事業収益 390,019 209,082 180,937

　事務受託料収益 60,000 60,000 0

　会員親睦事業収益 1,225,720 353,640 872,080

受取補助金等 10,819,025 10,920,486 △ 101,461

　受取全法連助成金 10,819,025 10,920,486 △ 101,461

雑収益 344,290 154,869 189,421

　受取利息 210 229 △ 19

　雑収入 344,080 154,640 189,440

経常収益計 27,042,070 26,235,127 806,943

（2）経常費用

事業費 17,887,203 16,411,075 1,476,128

　給与手当 6,744,780 6,766,353 △ 21,573

　退職給付費用 238,603 238,617 △ 14

　福利厚生費 1,086,592 1,142,399 △ 55,807

　旅費交通費 1,139,103 564,852 574,251

　通信運搬費 1,125,745 1,142,891 △ 17,146

　減価償却費 24,407 24,407 0

　消耗什器備品費 15,589 0 15,589

　消耗品費 990,210 1,064,245 △ 74,035

　印刷製本費 757,738 909,596 △ 151,858

　燃料費 19,443 16,793 2,650

　賃借料 390,515 390,515 0

　会場費 313,801 276,385 37,416

　保険料 40,641 38,468 2,173

　諸謝金 5,000 264,000 △ 259,000

　租税公課 72,000 72,000 0

　会議費 857,679 276,181 581,498

　表彰費 100,320 152,320 △ 52,000

　事務委託費 1,696,900 1,696,900 0

　委託費 706,999 307,693 399,306

　リース料 439,023 422,496 16,527

　支払負担金 1,021,736 525,041 496,695

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

　支払手数料 11,488 9,383 2,105

　雑費 88,891 109,540 △ 20,649

管理費 8,650,515 8,787,225 △ 136,710

　給与手当 2,754,909 2,763,721 △ 8,812

　退職給付費用 97,457 97,463 △ 6

　福利厚生費 443,819 466,613 △ 22,794

　旅費交通費 288,226 236,470 51,756

　通信運搬費 724,302 825,040 △ 100,738

　減価償却費 9,968 9,968 0

　消耗什器備品費 6,367 0 6,367

　消耗品費 333,458 584,608 △ 251,150

　印刷製本費 491,615 643,798 △ 152,183

　燃料費 7,941 6,859 1,082

　賃借料 159,505 159,505 0

　会場費 983,171 558,843 424,328

　保険料 16,599 15,712 887

　租税公課 34 37 △ 3

　会議費 445,156 368,480 76,676

　事務委託費 693,100 693,100 0

　委託費 31,570 31,570 0

　リース料 179,319 172,568 6,751

　支払負担金 417,664 350,919 66,745

　支払手数料 213,858 230,536 △ 16,678

　渉外慶弔費 156,812 311,812 △ 155,000

　雑費 195,665 259,603 △ 63,938

経常費用計 26,537,718 25,198,300 1,339,418

　評価損益等調整前当期経常増減額 504,352 1,036,827 △ 532,475

　評価損益等計 0 0 0

　当期経常増減額 504,352 1,036,827 △ 532,475

２．経常外増減の部

（1）経常外収益

　経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用

固定資産除却損 0 3 △ 3

　什器備品除却損 0 3 △ 3

経常外費用計 0 3 △ 3

　当期経常外増減額 0 △ 3 3

　当期一般正味財産増減額 504,352 1,036,824 △ 532,472

　一般正味財産期首残高 24,787,652 23,750,828 1,036,824

　一般正味財産期末残高 25,292,004 24,787,652 504,352

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　指定正味財産期首残高 0 0 0

　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 25,292,004 24,787,652 504,352



（7） （第77号）法　人　お　お　た

第
三
十
五
回
　
青
年
部
会
通
常
総
会
開
催

第
三
十
六
回
　
女
性
部
会
通
常
総
会
終
了

第35回通常総会
石川部会長の挨拶

第35回通常総会
西野部会長の議事進行

水戸ホーリーホック小島社長の
記念講演会

コーヒーのおいしい淹れ方を
伝授する鈴木会長

多
様
化
す
る
法
人
会
活
動
の
担
い
手 

と
し
て
の
大
き
な
役
割
を
果
た
す
！

　

本
年
六
月
二
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
通
常

総
会
を
常
陸
太
田
市
商
工
会
館
に
お
い
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
に
は
、
前
太
田
税
務
署
長
渡
邉
孝

一
氏
・
前
副
署
長
人
見
好
典
氏
・
前
法
人
課

税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官
田
中
真
美
子

氏
・
総
括
上
席
国
税
調
査
官
小
林
智
寿
氏
及

び
大
同
生
命
水
戸
支
社
三
輪
忠
士
氏
を
お
迎

え
、
小
泉
副
部
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
西
野

眞
理
子
部
会
長
が
挨
拶
の
後
議
長
に
な
り
議

案
を
審
議
し
、
全
議
案
原
案
通
り
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
号
、
第
二
号
議
案　

令
和
四
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
承
認
の
件

第
三
号
、
第
四
号
議
案　

令
和
五
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
承
認
の
件

第
五
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

の
件

　

な
お
、
西
野
眞
理
子
部
会
長
が
再
任
さ

れ
、
ご
来
賓
の
挨
拶
の
後
飛
田
副
部
会
長
が

閉
会
を
宣
し
終
了
し
ま
し
た
。

記

念

講

演

テ
ー
マ�

「
我
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
生
・

コ
ー
ヒ
ー
・
染
織
・
仮
面
」

講　

師　

�

㈱
サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー　

代
表
取
締
役

�

会
長　

鈴
木　

誉
志
男　

氏

　

鈴
木
会
長
の
生
い
立
ち
、
サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー

を
起
業
し
た
き
っ
か
け
、
サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー
を

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
に
し
た
軌
跡
、
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
と
し
て
の
今
後
の
事
業
展
開
と
抱
負
な

ど
、
ユ
ー
モ
ア
ー
を
交
え
大
変
分
か
り
や
す

く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講

演
の
最
後
に
は
会
長
自
ら
数
種
類
の
コ
ー

ヒ
ー
を
淹
れ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
大
変
お

い
し
く
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

石
川
浩
嗣
部
会
長
が
再
任
、 

新
役
員
に
六
名
選
出
！

　

本
年
六
月
九
日
午
後
二
時
よ
り
常
陸
太
田

市
商
工
会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
通
常
総
会

を
実
施
し
、
ご
来
賓
に
は
前
太
田
税
務
署
長

渡
邉
孝
一
氏
・
前
副
署
長
人
見
好
典
氏
・
前

法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官
田
中

真
美
子
氏
・
総
括
上
席
国
税
調
査
官
小
林
智

寿
氏
及
び
大
同
生
命
水
戸
支
社
三
輪
忠
士
氏

を
お
迎
え
し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

増
子
副
部
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
石
川
部

会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
は
部
会
長
が
議
長

に
な
り
、
令
和
四
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

及
び
令
和
五
年
度
事
業
計
画
・
予
算
が
審
議

さ
れ
、
全
議
案
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
石
川
部
会
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
卒
業
生
が
十
三
人
も
お
り
、
会

員
も
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
部

会
員
の
加
入
促
進
が
重
要
な
課
題
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
石
川
部
会
長
は
、
「
本
年
は

部
会
員
が
多
数
卒
業
さ
れ
、
大
き
く
減
少
い

た
し
ま
す
が
、
一
致
団
結
し
て
、
一
人
で
も

多
く
の
部
会
員
を
獲
得
し
、
切
磋
琢
磨
し
て

部
会
活
動
に
邁
進
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
」
と

抱
負
を
述
べ
、
ご
来
賓
の
挨
拶
の
後
、
佐
藤

副
部
会
長
が
閉
会
を
宣
し
終
了
し
ま
し
た
。

記

念

講

演

　

総
会
終
了
後
、
㈱
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

代
表
取
締
役
の
小
島
耕
氏
の
記
念
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

小
島
社
長
は
当
部
会
の
大
野
理
事
の
同
級

生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
ご
多
忙
の
中

講
演
を
い
た
だ
き
、
部
会
員
一
同
熱
心
に
聴

講
し
ま
し
た
。
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令
和
５
年
５
月
25
日
（
木
）
午
後
３
時

30
分
か
ら
、
大
子
温
泉　

や
み
ぞ
ホ
テ
ル

に
て
第
11
回
（
通
期
39
回
）
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
に
は
大
子
町
長

高
梨
哲
彦
氏
、
茨
城
県
議
会
議
長
石
井
邦

一
氏
、
大
子
町
商
工
会
長
大
藤
博
文
氏
ほ

か
関
係
団
体
の
皆
様
を
迎
え
、
田
中
会
長

を
議
長
に
令
和
４
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
承
認
の
件
、
令
和
５
年
度
事
業

計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
議

決
の
件
、
任

期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選

の
件
に
つ
い

て
審
議
さ

れ
、
原
案
通

り
可
決
・
決

定
さ
れ
ま
し

た
。総

会
終
了

後
に
、
来
賓
の
皆
様
を
交
え
て
３
年
ぶ
り

に
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

�

（
大
子
地
区
会
：
担
当　

茅
根
）

大
宮
地
区
会
で

は
、
６
月
30
日
に

会
員
24
名
の
参
加

の
も
と
、
常
陸
大

宮
市
の
鈴
木
定
幸

市
長
を
講
師
に
お

迎
え
し
、「
常
陸

大
宮
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
社
長
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
に
完
成
予
定
の
Ｊ
Ｒ
駅
舎
・

自
由
通
路
・
駅
西
交
流
拠
点
（
公
園
）
の

完
成
イ
メ
ー
ジ
の
資
料
を
基
に
、
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
鈴
木
市
長
は
講
演
の
中
で
、

常
陸
大
宮
駅
を
中
心
と
し
た
大
宮
高
台
地

域
の
整
備
を
進
め
て
「
若
者
や
子
育
て
世

代
・
市
民
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」
に
し

て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
子
育
て
世

帯
向
け
の
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
も
詳
細

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

�

（
大
宮
地
区
会
：
担
当　

森
）

献
血
で
社
会
貢
献

太
田
地
区
会
で
は
、
６
月
27
日
（
火
）

か
わ
ね
や
フ
ェ
ス
タ
店
駐
車
場
に
て
献
血

を
実
施
し
ま
し

た
。
地
域
社
会

貢
献
事
業
の
一

環
と
し
て
今
年

も
常
陸
太
田
市

商
工
会
青
年
部

と
共
催
で
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
太
田
法
人
会
の
会
員
を
は
じ

め
、
一
般
の
方
々
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

申
込
者
48
名
の
う
ち
43
名
の
方
々
か
ら
採

血
い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
は
身
近
に
で
き
る
社
会
貢
献
活
動

の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
さ
ら

に
こ
の
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う

に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

�

（
太
田
地
区
会
：
担
当　

菊
池
）

成
功
す
る
経
営
者
は
「
道
」
と
「
運
」
を 

持
っ
て
い
る
令
和
5
年
度
創
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー

創
業
を
目
指
す
方
を
対
象
に
創
業
応
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
㈱
ア

サ
イ
ン　

代
表

取
締
役
の
佐
川

正
夫
氏
の
基
調

講
演
を
開
催
。

佐
川
氏
は

当
時
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
業
界
に

大

子

地

区

会

大

宮

地

区

会

太

田

地

区

会

ひ
た
ち
な
か
地
区
会

地
区
会
だ
よ
り

大子地区会第11回定時総会

鈴木市長による社長研修会

かわねやフェスタ店駐車場の…
献血会場

令和５年度創業セミナーで…
講演風景

本
年
６
月
20
日
開
催
さ
れ
た
（
一
社
）

茨
城
県
法
人
会
連
合
会
第
37
回
定
時
総
会

に
お
い
て
、
本
会
が
厚
生
事
業
推
進
功
労

者
表
彰
と
し
て
、
大
型
保
障
制
度
「
新
規

企
業
」
の
部
優
秀
単
位
会
表
彰
の
金
賞
を

受
賞
し
、
小
林
満
厚
生
委
員
長
（
大
宮
地

区
会
長
）に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
毎
年
実
施
さ
れ
ま
す

が
、
本
会
は
達
成
率
110
％
の
好
成
績
を
収

め
、
他
に
達
成
率
100
％
を
超
え
た
単
位
会

は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

今
後
も
本
事

業
を
推
進
し

て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

大
型
保
障
制
度
「
新
規
企
業
」
の

部
優
秀
単
位
会
表
彰
金
賞
を
受
賞県法連総会席上で寺門前会長か

ら表彰を受ける小林厚生委員長

顧
客
第
一
と
い
う
発
想
が
な
い
事
に
疑
問
を

感
じ
、
顧
客
目
線
に
立
っ
た
会
社
作
り
を
し

よ
う
と
心
に
決
め
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

自
ら
の
創
業
経
験
を
踏
ま
え
受
講
生
達
に

「
初
め
は
小
さ
く
コ
ツ
コ
ツ
と
徐
々
に
事
業

を
育
て
る
事
が
大
事
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
佐
川
氏
は
経
営
に
必
要
な
要
素

の
一
つ
が
「
運
」
で
あ
り
、
運
は
自
ら
が

呼
び
寄
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
講
演
を
終

え
ま
し
た
。

�

（
ひ
た
ち
な
か
地
区
会
：
担
当　

萩
谷
）
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【税務署からのお知らせ】インボイス制度説明会等の開催について

◇� 事業者の方向けに消費税のインボイス制度説明会及び登録要否相談会を次のとおり開催

します。

　令和５年10月から開始する消費税のインボイス制度の概要や消費税の基本的な仕組

みについて説明を行いますので、ぜひご参加ください。

・消費税の基本的な仕組みを中心とした説明会

　日　　時

日　程（令和５年） 時　間

10月23日（月）、10月24日（火）、	
11月21日（火）、12月12日（火）

09：30～10：30（60分）	
14：00～15：00（60分）

※ �説明会終了後、質疑応答及び登録要否相談会を行います。登録の要否を悩まれてい
る方は、ぜひご参加ください。
　　登録要否相談会への参加希望は、その場で受付を行います。
　

　定　　員　　各回25名（事前登録制）
　会　　場　　太田税務署　新館２階会議室

・登録を受けるべきか悩んでいる方向け　～登録要否相談会～

　日　　時

日　程（令和５年） 時　間（各30分程度）

10月４日（水）、10月12日（木）
①10：00～　②11：00～	
③14：00～　④15：00～

　定　　員　　各回２名（事前登録制）
　会　　場　　太田税務署　新館２階会議室
※ �上記日程の相談会にご参加いただけない方も、事前にご予約いただければ、別の日
程でのご相談も可能です。

【登録要否相談会】　�10：30～12：00	
15：00～16：30

問合せ先	 0294（72）2171　太田税務署　�個人課税第一部門　又は	
法人課税第一部門

	 ※ お電話の際は、音声ガイダンスに沿って『２』を選択してください。

そ の 他	 �駐車場は、台数に限りがありますので、来場に当たっては、なるべく公共
交通機関をご利用ください。
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（第77号） （12）法　人　お　お　た
� 茨城県税務課（令和５年５月現在）

企業立地等のための県税の特別措置（課税免除及び不均一課税）

根拠…
条例

茨城県過疎地域等における県税の特別措置に関する条例
（昭和34年茨城県条例第26号）

茨城県地方活力向上地域等における県税の特別
措置に関する条例（平成28年茨城県条例第13号）

茨城県産業活動の活性化及び雇用機会の創出の
ための県税の特別措置に関する条例（平成15
年条例第12号）

種類 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置
法（令和3年法律第19号）

原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別
措置法（平成12年法律第148号）に基づく不均
一課税

地域再生法（平成17年法律第24号）及び上記
条例に基づく課税免除及び不均一課税 上記条例に基づく課税免除

対象
税目

・事業税（法人・個人）
・不動産取得税
・県が課する固定資産税〔注〕
〔注〕市町村が課する固定資産税の軽減措置に
ついては、取得した固定資産の所在する市町村
へお問合せください。

・事業税（法人・個人）
・不動産取得税
・県が課する固定資産税〔注〕
〔注〕同左

・事業税（法人・個人）
・不動産取得税

・法人事業税〔注〕
・不動産取得税

〔注〕法人事業税は、平成31年（2019年）３月31
日までに対象事業の用に供する土地の権利を取得
し、その取得後３年以内に当該土地において事務
所等を新増設した場合に限り、適用対象となる。

対象…
地域

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置
法に基づく過疎地域内の産業振興促進区域
　常陸太田市（旧水府村、旧里美村）、潮来市（旧
牛堀町）、常陸大宮市（旧御前山村、旧山方町、
旧美和村、旧緒川村）、稲敷市、かすみがうら
市（旧霞ヶ浦町）、桜川市、行方市、城里町（旧
桂村、旧七会村）、大子町、河内町、利根町

＜卒業市町村地域＞
常陸太田市（旧金砂郷町）

原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別
措置法に基づく原子力発電施設等立地地域

＜10市町村の地域＞
　水戸市（旧内原町を除く）、日立市（旧十王
町を除く）、常陸太田市（旧水府村及び旧里美
村を除く）、ひたちなか市、茨城町、大洗町、
東海村、那珂市、常陸大宮市（旧大宮町）、鉾
田市（旧旭村、旧鉾田町）

県内全域 県内全域

対象
事業

過疎地域のうち市町村が定める過疎地域持続的
発展市町村計画において、産業振興促進区域と
して定められている区域内及び事業（①～④）

①製造業、②道路貨物運送業、③倉庫業、④こ
ん包業、⑤卸売業

本社機能を有する事務所又は研究所若しくは研
修所であって重要な役割を担う業務施設を整備
する事業〔注〕
〔注〕実施する事業について、事前に知事の事
業計画認定が必要です。認定申請の手続等につ
いては、県計画推進課（☎029-301-2072）へ
お問合せください。

①製造業、②情報通信業、③運輸業、④卸売業、
⑤過疎地域で行う電気・ガス・熱供給業、⑥情
報通信技術利用業（コールセンター）、⑦学術・
開発研究機関、⑧旅館業、⑨植物工場、⑩認定
中心市街地又は第二種大規模小売店舗立地法特
例区域若しくは過疎地域における大規模小売店
舗で行う事業、⑪過疎地域で行う農林水産物等
販売業　等

①製造業、②農林水産物等販売業、③旅館業、
④情報サービス業等、⑤個人が行う畜産業又は
水産業（個人事業税の課税免除に限る。）

増加従
業者数
の要件

無し ・製造業：無し
・製造業以外：15人超 増加見込数５人（中小企業者等は１人）以上

５人以上

○�雇用保険法の被保険者（短期雇用特例被保険
者及び日雇労働被保険者を除く）に限る。

○�公共的団体が造成した工業団地、県有地又は
過疎地域等の場合は、５人未満でも適用対象
となる（従業者数の増加を要しない）。

設備等
取得の
要件等

（1）製造業、旅館業
事業の用に供する租税特別措置法（昭和32年法
律第26号）の特別償却を受ける設備で、（取得又
は制作若しくは増築、改築、修繕又は模様替え
のための工事による取得又は建設を含む）取得
価額の合計額が500万円以上（資本金の額等が
5,000万円超1億円以下は1,000万円以上、資本
金の額等が１億円超は2,000万円以上とする）ま
た、資本の額等が5,000万円超の法人が行うもの
は、新増設に限る。）

（2）農林水産物等販売業、情報サービス業等

事業の用に供する租税特別措置法（昭和32年法
律第26号）の特別償却を受ける設備で、500万
円以上

（2）個人が行う畜産業又は水産業
事業を行った日数の合計が当該年の延べ労働日
数の1/3を超え、1/2以下であるもの

事業の用に供する設備等で、取得価額の合計額
が2,700万円を超えるもの

次の①及び②の要件を満たすもの

①令和６年（2024年）３月31日までに、知事
の事業計画認定を受け、その認定後３年以内に
当該事業の用に供する施設等を新増設するこ
と。

②事業の用に供する施設等で、取得価額の合計
額が3.800万円（中小企業者等は1、900万円）
以上であること。

無し

特別…
措置の…
内容

＜事業税＞
・�事務所等の新増設等に係る増加従業者数の割
合に応じて３年間の課税免除
・�畜産業又は水産業に係る個人事業税は５年間
の課税免除

＜不動産取得税＞
　事務所等の新増設に係る家屋及びその敷地で
ある土地（家屋の敷地面積部分）の取得に対す
る課税免除

＜県が課する固定資産税＞
　事務所等の新増設に係る償却資産に対する３
年間の課税免除

下表のとおり税率を軽減

免除率
1年次 2年次 3年次

事業税 1/2 1/4 1/8
不動産取得税 9/10 ー ー
県が課する…
固定資産税 9/10 3/4 2/4

下表のとおり税率を軽減
○地域再生法認定事業者

免除率
1年次 2年次 3年次

事業税 1/2 1/2 1/2
不動産…
取得税

移転型 10/10 ー ー
拡充型 9/10 ー ー

○条例認定事業者

免除率
1年次 2年次 3年次

事業税 1/4 1/4 1/4
不動産取得税 1/2 ー ー

＜法人事業税＞
　事務所等の新増設に係る増加従業者数の割合
に応じて３年間の課税免除

＜不動産取得税＞
　事務所等の新増設に係る家屋及びその敷地を
含む一団の土地（事業活動が一区画を占めて継
続的に行われる事務所等の敷地）の取得に対す
る課税免除

適用期限 令和６年（2024年）３月31日まで 令和７年（2025年）３月31日まで 令和６年（2024年）３月31日まで 令和６年（2024年）３月31日まで

申告
期限

＜事業税＞　・法人事業税は原則事業年度終了の日から２月以内
　　　　　　・個人事業税は当該年の３月15日

＜法人事業税＞
　原則事業年度終了の日から２月以内

＜不動産取得税＞　対象事業の用に供する土地、家屋の取得について、それぞれ取得した日から60日以内
＜県が課する固定資産税＞　対象設備である償却資産を事業の用に供した日の属する年の翌年の
１月31日 － －

○	特別措置に関する問合せ先（書類提出先）

県税事務所 担当課 税目 電話番号 県税事務所 担当課 税目 電話番号

水戸県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 029－221－4800

土浦県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 029－822－7212

課税第二課 不動産取得税 029－221－4820 課税第二課 不動産取得税 029－822－7216

常陸太田県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 0294－80－3311 土浦県税事務所　稲敷支所 事業税（法人・個人） 029－892－6111

課税第二課 不動産取得税 0294－80－3312
筑西県税事務所

課税第一課 事業税（法人・個人） 0296－24－9192

常陸太田県税事務所　高萩支所 事業税（法人・個人） 0293－22－2019 課税第二課 不動産取得税 0296－24－9197

行方県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 0299－72－0483 筑西県税事務所　境支所 事業税（法人・個人） 0280－87－1120

課税第二課 不動産取得税 0299－72－0773

※ 不動産取得税は、取得した不動産の所在地を管轄する県税事務所へお問い合わせ願います。

○	制度全般，その他の問合せ先
	 茨城県総務部税務課賦課グループ　　電話　029－301－2429（直通）

○	茨城県税務課ホームページ「県税のホームページへようこそ」　　https://www.pref.ibaraki.jp/somu/zeimu/kikaku/zeimu.html
	 ※次のＵＲＬから各種申請・届出様式をダウンロードすることができます。　　https://www.pref.ibaraki.jp/yoshiki/kurashi/tax/index.html



（13） （第77号）法　人　お　お　た

子
ど
も
の
頃
（
１
９
７
０
年
頃
）

に
見
た
テ
レ
ビ
番
組
「
ス
パ
イ
大

作
戦
」
で
、
工
作
員
が
チ
ェ
ス
の

プ
ロ
を
相
手
に
勝
利
す
る
場
面
を

思
い
出
し
た
。
眼
鏡
に
仕
込
ん
だ

カ
メ
ラ
で
プ
ロ
の
手
を
別
室
に
い

る
人
物
に
見
せ
、
真
空
管
の
大
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
次
の
一
手
を

考
え
、
イ
ヤ
ホ
ン
で
伝
え
る
と
い

う
手
法
だ
っ
た
。
実
現
不
可
能
な

こ
と
に
挑
戦
す
る
爽
快
さ
が
面
白

い
番
組
だ
が
、
現
在
は
将
棋
の
対

局
な
ど
で
普
通
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
こ
数
年
、
記
者
仲
間
だ
っ
た

友
人
た
ち
と
の
会
話
は
、
健
康
と

年
金
の
話
ば
か
り
。
も
っ
と
違
う

話
題
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
い
つ
つ

も
常
に
話
が
盛
り
上
が
り
、
多
く

の
時
間
を
費
や
し
て
も
飽
き
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
近

は
、
高
品
質
な
文
章
を
生
成
す
る

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
、
健
康
よ
り

も
年
金
の
こ
と
よ
り
も
わ
れ
わ
れ

の
関
心
を
引
き
つ
け
て
い
る
。

現
状
で
は
信
頼
に
足
る
ほ
ど
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
能
力
は
高
く

な
い
と
い
う
見
方
が
で
き
る
も
の

の
、
進
歩
の
速
さ
に
は
驚
く
。
わ

れ
わ
れ
程
度
の
記
者
の
能
力
は
す

ぐ
に
追
い
越
さ
れ
て
し
ま
う
に
違

い
な
い
。
編
集
者
が
望
む
原
稿
を

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
指
示
す
れ

ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
欲
し
い
文

章
が
完
成
す
る
。
こ
う
な
れ
ば
文

字
を
な
り
わ
い
に
す
る
輩
は
不
要

に
な
る
の
は
必
定
だ
。
遠
く
な
い

将
来
に
や
っ
て
く
る
の
か
、
不
安

は
危
機
意
識
に
変
わ
っ
て
い
る
。

人
類
と
Ａ
Ｉ
の
共
存
を 

ど
う
図
る
か

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
ネ
ッ
ト
上

の
情
報
を
吸
い
上
げ
て
文
章
を
作

り
上
げ
る
。正
し
い
情
報
も
間
違
っ

た
情
報
も
混
在
す
る
中
か
ら
、
与

え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
沿
う
内
容
を

上
手
に
構
成
す
る
の
だ
が
危
険
性

は
拭
え
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
情
報

は
、
多
く
の
人
た
ち
が
創
り
上
げ

た
文
章
で
あ
り
著
作
権
に
も
触
れ

る
は
ず
。
こ
ん
な
議
論
は
、
す
で

に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
欧
州

で
は
Ａ
Ｉ
を
規
制
す
る
動
き
が
あ

り
、
米
国
で
も
一
時
的
に
開
発
を

止
め
、
法
制
度
を
整
備
し
た
う
え

で
再
開
す
べ
き
だ
と
い
う
流
れ
が

出
て
き
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
議
論
で
最
も
危
惧

し
た
の
は
、
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
特
権

で
あ
る
創
造
性
を
も
手
に
入
れ
る

こ
と
。
自
ら
考
え
最
適
な
行
動
を

指
示
す
る
よ
う
に
も
な
れ
ば
、
映

画
の
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
が
一
気
に

現
実
化
す
る
。
人
々
が
考
え
議
論

し
結
論
を
導
き
出
す
の
で
は
な

く
、
Ａ
Ｉ
が
瞬
時
に
結
論
を
導
き

出
す
の
は
認
め
が
た
い
。
こ
う
な

る
と
Ａ
Ｉ
へ
の
不
安
が
増
幅
す
る
。

だ
か
ら
こ
そ
Ａ
Ｉ
が
社
会
を
豊

か
に
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
進
化
す

る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
条
件
を
設
け
る
こ
と
が
不

可
欠
と
思
う
。
い
ず
れ
は
人
類
と

Ａ
Ｉ
の
共
存
を
考
え
る
時
が
来
る

こ
と
は
覚
悟
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
万
が
一
に
も
Ａ
Ｉ
に
行
動
を
指

示
さ
れ
る
の
だ
け
は
ゴ
メ
ン
だ
。

今
で
さ
え
人
に
行
動
を
指
示
さ
れ

た
り
、
強
要
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

を
極
端
に
嫌
う
私
に
と
っ
て
、
Ａ

Ｉ
か
ら
の
指
示
な
ど
受
け
入
れ
ら

れ
る
は
ず
が
な
い
。

唯
一
、
許
さ
れ
る
の
は
妻
か
ら

の
指
示
。
こ
れ
だ
け
は
逆
ら
え
な

い
。

【
筆
者
紹
介
】

　

海か
い
　
べ部　

隆
り
ゅ
う
　
た
　
ろ
う

太
郎

　

法
政
大
学
卒
。
日
本
工

業
新
聞
社
、
I
T
企
業
を

経
て
フ
リ
ー
。
中
小
企
業

を
中
心
に
幅
広
い
課
題
を

取
材
・
執
筆
活
動
を
展
開

す
る
。

進
化
す
る
Ａ
Ｉ
の
不
安
と
期
待

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

海
部　

隆
太
郎
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無料インターネットセミナーのご活用を！！
（一社）太田法人会のホームページ（https://ohta-houjinkai.com/）からインターネットセミナーが、会員

は無料で受講できます。会社の研修会等で活用下さい。

①ホームページにアクセス☞ ②インターネットセミナーのバナーをクリック☞ ③画面右上のログインをクリック☞

④ログインID　hj0603 パスワード　0267　を入力☞ ⑤お好みのセミナーを選んでご聴講下さい。

−新会員ご紹介−
新規加入会員をご紹介いたします。（加入期間　令和 5年 1月 1日～令和 5年 7月 31日）
� ＊印は賛助会員

法 人 名 代 表 者 名 業　種 所　在　地 電 話 番 号

ひたちなか地区会

（同）	環 境 エ ネ ル ギ ー 研 究 所 鴫田　郁子 サービス業 ひたちなか市春日町8-4

（株）	ロ イ ド 角　　勇作 人材派遣業 ひたちなか市勝田泉町12-4 029-274-0625

（有）	菊 池 寝 具 店（再入会） 菊池　光紘 小売業 ひたちなか市大平1-5-13 029-272-1221

（株）	ウ チ ダ デ ン キ 内田　浩史 小売業 ひたちなか市馬渡2768-4 029-273-8848

（株）	ア レ ス キ ャ リ ア 根本　秀之 一般労働者派遣業 ひたちなか市柳が丘15-18 029-229-2215

那珂地区会

NPO法人地域教育支援いばらき 片岡　　隆 民間学童保育所 那珂市竹ノ内1-5-4 029-298-7267

（株）	ジ ェ ネ シ ス 臼井　一博 ソフトウェア設計 那珂市福田1993-56 029-352-0201

大子地区会

常 陸 不 動 産 開 発 （株） 菊池　俊也 不動産業 久慈郡大子町大子858 0295-72-1702

＊ 賛助会員
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？？？？ ？？？？

1．�官製はがき又はメール、FAXにより、事業所名、住所、担当者、電話番号（連絡先）
及び回答を記入し応募して下さい。

2．�応募先：〒313-0061　常陸太田市中城町3210　商工会館別館
　　　　　　一般社団法人太田法人会
　　　　　　℡ 0294-73-0267　FAX 0294-73-0679　E-mail:info@ohta-houjinkai.com
3．�締切り：10月31日必着　4．発表：法人会ホームページ　https://ohta-houjinkai.com
※当選者は、本会会員に限らせていただきますので、ご了承下さい。

【作者紹介】
神谷一郎（かみや・いちろう）

右の絵と左の絵に7つの相違
点があります。見つかった
らご応募下さい。
応募者の中から抽選により地
域特産品を進呈いたします。

応募方法

水戸支社/
茨城県水戸市桜川1-1-25（大同生命水戸ビル3F）
TEL 029-221-2881
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